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【
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
東
北

山　

口　

陽　

一

1
．
は
じ
め
に

「
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
を
見
据
え
る
」
た
め
に
一
〇
〇
年
を
振
り
返
り
た
い
。
年
数
と
し
て
の
一
〇
〇
年
で
は
な
く
、
エ
ポ
ッ
ク
と
し

て
の
明
治
維
新
か
ら
一
四
五
年
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
敗
戦
か
ら
六
七
年
を
考
え
る
。
ま
た
、
四
〇
〇
年
前
の
東
北
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン

の
歴
史
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
う
。

「
一
体
性
」
は
日
本
と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
小
さ
な
島
国
で
あ
る
日
本
も
日
本
の
キ
リ

ス
ト
教
も
地
域
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
）
1
（

に
お
け
る
東
北
、
明
治
以
降
の
東
北
と
キ
リ
ス
ト
教
、
特
に
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
）
2
（

、
そ
し
て
戦
後
日
本
に
お
け
る
東
北
に
つ
い
て
考
察
し
、
東
日
本
大
震
災
が
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
持
つ
意
味
を
考
え
る
。
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2
．
キ
リ
シ
タ
ン
史
（
一
五
四
九
〜
一
八
六
三
年
）
に
お
け
る
東
北

東
北
に
お
け
る
本
格
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
は
一
六
一
一
年
、
伊
達
政
宗
）
3
（

が
ソ
テ
ー
ロ
（L. C

. Sote

）
4
（lo

）
を
仙
台
に
招
い
た
こ
と
に
始
ま

る
。
伊
達
政
宗
は
、
す
で
に
徳
川
幕
府
の
迫
害
が
始
ま
っ
て
い
た
一
六
一
三
年
、
支
倉
常
長
）
5
（

を
貿
易
交
渉
の
使
節
と
し
て
イ
ス
パ
ニ
ア
に
派

遣
す
る
。
一
六
一
四
年
一
月
（
慶
長
一
八
年
一
二
月
）
徳
川
幕
府
の
「
伴
天
連
追
放
文
」
が
発
せ
ら
れ
京
阪
で
迫
害
が
始
ま
る
。
同
年
四

月
、
畿
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
七
一
人
（
京 

四
七
、
大
阪 

二
四
）
が
津
軽
に
追
放
さ
れ
た
）
6
（

。
こ
う
し
た
追
放
者
あ
る
い
は
避
難
し
た
信
徒
た
ち

が
東
北
各
地
で
布
教
し
、
こ
こ
に
東
北
キ
リ
シ
タ
ン
史
が
展
開
す
る
。
東
北
に
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
」
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
な
華
や
か

な
南
蛮
文
化
の
流
行
も
南
蛮
貿
易
の
利
益
も
な
い
。
迫
害
に
よ
り
散
ら
さ
れ
た
信
徒
た
ち
と
、
生
命
を
か
け
て
牧
会
を
続
け
る
神
父
た
ち
の

苦
難
の
歴
史
の
み
が
あ
る
。

一
六
一
三
〜
一
六
二
〇
年
、
支
倉
常
長
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
時
期
が
、
仙
台
を
中
心
と
す
る
東
北
布
教
の
最
盛
期
と
な
る
。
支
倉
は
洗
礼

を
受
け
、
教
皇
パ
ウ
ル
ス
（Paulus

）
五
世
に
も
謁
見
す
る
が
、
目
的
は
果
た
せ
ず
一
六
二
〇
年
に
帰
国
し
、
二
年
後
に
亡
く
な
る
）
7
（

。
そ
し

て
、
こ
の
年
か
ら
仙
台
藩
で
も
迫
害
が
始
ま
る
。
支
倉
の
家
臣
、
後
藤
寿
庵
）
8
（

は
、
水
沢
に
堰
を
築
い
て
治
水
し
、
東
北
布
教
の
中
心
と
な
っ

た
。
こ
の
水
沢
を
拠
点
に
し
て
津
軽
、
秋
田
、
南
部
、
最
上
、
米
沢
な
ど
東
北
各
地
へ
の
宣
教
が
進
め
ら
れ
た
。

一
六
二
三
年
、
江
戸
の
大
殉
教
）
9
（

の
後
に
、
仙
台
藩
で
は
後
藤
寿
庵
を
追
放
し
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ヨ
（V. C

arvalho

）
が
捕
縛
さ
れ
る
。
こ
の

時
期
に
迫
害
を
逃
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
南
部
（
盛
岡
）
に
潜
入
し
た
。
南
部
で
は
一
六
三
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
約
一
四
〇
人
が
処
刑
さ

れ
た
。
一
六
二
四
年
に
は
仙
台
で
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ヨ
ら
が
殉
教
、
以
後
、
寛
永
期
の
東
北
各
藩
の
殉
教
者
数
は
、
久
保
田
（
秋
田
）
一
四
〇
、

弘
前 

八
八
、
仙
台 

三
六
三
、
南
部 

一
四
六
、
米
沢 

八
六
、
庄
内 

二
五
、
白
石 

七
、
山
形 
三
八
、
白
河 

一
六
、
会
津 

五
七
、
二
本
松 

一
四
、
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新
庄 

一
〇
、
計
九
九
〇
人
を
数
え
る
）
10
（

。
一
六
三
九
年
、
日
本
人
神
父
岐
部
ペ
ト
ロ
）
11
（

は
、
水
沢
で
捕
縛
さ
れ
江
戸
で
殉
教
し
た
。

こ
の
世
の
幸
い
よ
り
天
国
の
幸
い
を
希
求
し
た
神
の
民
の
信
仰
、
神
の
国
の
喜
び
に
生
き
た
信
徒
た
ち
の
忍
耐
と
希
望
が
東
北
キ
リ
シ
タ

ン
史
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
布
教
は
生
命
を
か
け
た
証
し
で
あ
り
、
良
き
業
の
遂
行
で
あ
っ
た
。
水
沢
の
寿
庵
堰
は
、
今
も
岩
手
随
一
と
言

わ
れ
る
水
田
地
帯
を
支
え
て
い
る
。

こ
の
歴
史
は
世
界
と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
東
北
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と
っ
て
励
ま
し
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

3
．
日
本
の
近
代
と
東
北
の
キ
リ
ス
ト
教

幕
末
の
修
好
通
商
条
約
に
よ
る
開
港
地
の
な
い
東
北
へ
の
宣
教
は
、
横
浜
・
築
地
か
ら
、
あ
る
い
は
函
館
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
東
北
の

キ
リ
ス
ト
教
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
函
館
か
ら
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
よ
る
伝
教
で
あ
る
）
12
（

。
函
館
に
ロ
シ
ア
領
事
館
が
置
か
れ
た
の
は

一
八
五
八
年
、
翌
年
に
は
聖
堂
が
建
て
ら
れ
、
一
八
六
一
年
に
は
ニ
コ
ラ
イ
（N

ikol

）
13
（ai

）
が
着
任
し
た
。
当
時
の
函
館
は
、
い
わ
ば
北
の

長
崎
で
あ
り
、
蝦
夷
地
警
備
の
た
め
の
津
軽
・
南
部
両
藩
か
ら
の
兵
、
そ
の
他
有
為
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
、
日
本
語
は

も
と
よ
り
、
国
史
、
儒
教
、
神
道
、
仏
教
、
風
俗
習
慣
ま
で
を
学
び
、
国
漢
の
読
書
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
人
士
族
の
英

学
修
業
に
応
え
て
米
英
の
学
術
を
教
え
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
に
は
な
い
特
徴
で
あ
っ
た
）
14
（

。
一
八
六
八
年
四
月
二
四
日
（
慶
応
四
年
四

月
二
日
）、
沢
辺
琢
磨
）
15
（

ら
三
人
が
正
教
会
最
初
の
洗
礼
を
受
け
た
。

一
八
七
二
年
、
ニ
コ
ラ
イ
は
東
京
に
移
動
し
、
函
館
と
東
京
を
結
ぶ
伝
教
が
始
ま
る
。
二
月
一
三
日
、
仙
台
で
迫
害
が
起
こ
り
、
沢
辺
琢

磨
は
捕
え
ら
れ
入
獄
、
処
分
を
受
け
た
者
は
一
四
〇
余
名
に
及
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
横
浜
に
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
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成
立
し
た
年
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
そ
れ
以
前
か
ら
浦
上
四
番
崩
れ
等
の
迫
害
を
受
け
て
い
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
迫
害
が
な
か
っ
た

と
は
言
わ
な
い
が
、
文
明
開
化
の
担
い
手
に
よ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
比
較
的
守
ら
れ
て
い
た
。

伝
教
は
、
白
河
、
郡
山
、
福
島
、
仙
台
、
古
川
、
一
ノ
関
、
水
沢
、
花
巻
、
盛
岡
、
八
戸
、
青
森
を
つ
な
ぎ
、
沿
岸
部
の
石
巻
、
気
仙

沼
、
陸
前
高
田
、
大
船
渡
、
釜
石
、
大
槌
、
山
田
、
宮
古
へ
と
延
び
る
。
今
回
の
津
波
被
災
地
は
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
古
く
か
ら
の
伝
教

地
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
に
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
信
徒
は
四
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
一
八
八
九
年
に
は
一
万
六
〇
〇
〇
人
と
な
る
。
こ
の
間
、
宣
教
師
は

わ
ず
か
三
人
で
あ
る
。
一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
一
八
八
三
年
か
ら
の
リ
バ
イ
バ
ル
に
よ
り
八
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
信
徒
が
一
八
九
〇
年
に

は
三
万
四
〇
〇
〇
人
と
な
る
。
ニ
コ
ラ
イ
は
、
欧
化
主
義
を
背
景
に
教
勢
の
拡
大
を
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
憤
懣
を
隠
さ
な
い
。

「
い
ま
日
本
が
正
教
に
改
宗
す
る
可
能
性
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
日
本
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が
あ
り
あ
ま
る

ほ
ど
い
る
。
五
〇
〇
人
近
く
も
い
る
。
そ
れ
に
日
本
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
々
の
文
明
に
魅

了
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。（
中
略
）
い
ま
、
日
本
は
、
国
家
と
し
て
の
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
の
い
わ
ば
資
源
と
し
て
、
外
国
の
信
仰

を
求
め
て
い
る
。
信
仰
で
も
そ
う
な
の
だ
。
同
じ
目
的
の
た
め
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
現
世
の
取
引
に
適
し
て
い
る
非
正
教
の
教
え
の
ほ

う
が
、
実
際
に
よ
り
役
立
つ
の
だ
。
そ
こ
に
正
教
の
居
場
所
は
な
い
）
16
（

」。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
文
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宗
教
そ
し
て
福
音
を
語
り
、
農
村
に
も
伝
道
し
た
。
一
九
世
紀
後
半
ま
で
は
地
縁
血
縁
を
た

ど
り
農
村
に
も
意
欲
的
な
伝
道
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
に
入
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
都
市
型
の
伝
道
と
教
会
形
成
に
移
行
し

て
定
着
し
た
の
に
対
し
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
は
停
滞
す
る
。
日
本
人
の
期
待
は
、
ロ
シ
ア
が
敵
国
と
な
っ
た
こ
と
も
重
な
っ
て
、
前
近
代

の
信
仰
を
継
承
す
る
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
を
日
本
の
農
村
の
「
常
民
」（Folks

）
に
定
着
さ
せ
よ
う

と
す
る
ニ
コ
ラ
イ
の
情
熱
は
結
実
せ
ず
、
近
代
日
本
の
「
良
民
」（C

itizen

）
に
受
容
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
優
位
と
な
る
。
今
、
改

め
て
東
北
の
キ
リ
ス
ト
教
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
の
再
考
は
興
味
深
い
。



120

一
八
六
八
年
に
新
政
府
を
設
立
し
た
薩
摩
藩
、
長
州
藩
を
中
核
と
す
る
新
政
府
軍
と
、
旧
幕
府
勢
力
お
よ
び
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
戦
っ
た

の
が
戊
辰
戦
争
）
17
（

で
あ
る
。
明
治
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
こ
の
敗
者
の
側
に
い
る
。
幕
臣
の
植
村
正
久
）
18
（

、
津
軽
藩
の
本
多
庸
一
）
19
（

、
会
津
藩
の

井
深
梶
之
助
、
松
山
藩
の
押
川
方
義
等
、
政
治
的
な
立
身
出
世
を
望
め
な
い
若
者
が
精
神
の
維
新
を
企
て
た
の
が
明
治
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

で
あ
る
と
評
し
た
の
は
、
同
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
山
路
愛
山
）
20
（

で
あ
る
。

本
多
庸
一
は
津
軽
藩
命
で
横
浜
に
学
び
、
弘
前
教
会
を
設
立
、
青
森
県
の
自
由
民
権
運
動
を
牽
引
し
た
。
盛
岡
の
鈴
木
舎
定
は
築
地
で
入

信
、『
盛
岡
新
誌
』
を
発
行
し
て
自
由
党
結
党
に
貢
献
し
た
。

仙
台
の
自
由
民
権
結
社
で
あ
る
進
取
社
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
の
信
徒
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
も
の
で
、
佐
沼
な
ど
信
徒
の
多
い
県

北
に
支
部
が
作
ら
れ
た
。
進
取
社
は
、「
地
方
ノ
権
力
ヲ
培
養
シ
テ
西
南
人
の
下
流
ニ
居
ラ
ス
、
独
立
不
羈
能
ク
自
治
ノ
精
神
ヲ
攉
揮
」
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
民
権
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
宮
城
県
下
に
は
八
〇
、
福
島
に
は
六
二
、
岩
手
に
は
三
五
の
自
由
民
権
結
社
が
成
立

す
る
）
21
（

。
東
北
の
キ
リ
ス
ト
教
は
奥
羽
越
列
藩
同
盟
以
来
の
反
骨
精
神
を
も
っ
て
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
っ
た
が
、
自
由
民
権
運
動
を
抑
え
込
ん
だ

明
治
政
府
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
（
一
八
八
九
年
）
と
教
育
勅
語
（
一
八
九
〇
年
）
に
よ
っ
て
天
皇
主
権
の
国
家
体
制
を
確
立
す
る
。
そ
の

後
、「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
期
に
教
勢
の
伸
び
は
止
ま
り
、
地
方
に
お
け
る
伝
道
は
反
キ
リ
ス
ト
教
の
逆
風
に
よ
り
苦
境
に
陥
る
。

日
本
が
日
清
、
日
露
戦
争
を
経
て
富
国
強
兵
、
脱
亜
入
欧
、
和
魂
洋
才
の
近
代
化
に
邁
進
す
る
中
、
東
北
の
農
村
教
会
は
停
滞
す
る
。
二
十

世
紀
大
挙
伝
道
の
頃
よ
り
伝
道
は
都
市
型
と
な
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
成
長
は
、
大
都
市
、
地
方
都
市
に
お
い

て
著
し
い
。
天
皇
制
国
家
に
同
調
す
る
教
会
は
、
近
代
日
本
と
軌
を
一
に
し
て
上
昇
を
め
ざ
し
、
や
が
て
大
東
亜
戦
争
遂
行
の
た
め
に
日
本

基
督
教
団
に
合
同
す
る
こ
と
に
な
る
。
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4
．
戦
後
日
本
と
東
北
の
キ
リ
ス
ト
教

戦
後
、
一
九
四
八
年
の
東
北
の
キ
リ
ス
ト
教
会
数
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト 

一
五
一
、
カ
ト
リ
ッ
ク 

二
八
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

五
〇
で

あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
が
全
国
比
一
〇
％
以
内
で
あ
る
の
に
対
し
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
は
三
五
％
と
突
出
し
て
い
る
）
22
（

。
こ

れ
が
二
〇
一
〇
年
の
統
計
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト 

五
四
八
、
カ
ト
リ
ッ
ク 

六
四
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

二
三
と
な
る
）
23
（

。
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
は
減
っ
て
い
る
が
全
国
比
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
日
本
基
督
教
団
が
一
・
三
倍
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
そ
れ

以
外
は
一
八
・
六
五
倍
と
な
る
。
戦
後
の
新
た
な
教
会
の
中
で
は
、
保
守
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟 

五
六
、
ル
ー
テ
ル
同
胞
教
団 

二
一
な
ど
が
特

徴
的
で
あ
る
）
24
（

。
戦
前
か
ら
の
教
会
の
粘
り
強
い
伝
道
を
も
っ
て
し
て
も
、
地
域
に
根
ざ
し
、
神
の
国
を
も
た
ら
す
宣
教
は
、
緒
に
就
い
た
ば

か
り
で
あ
る
。

岩
手
県
大
船
渡
市
の
山
浦
医
院
の
院
長
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
船
渡
教
会
の
山
浦
玄
嗣
は
、
ふ
る
さ
と
の
仲
間
が
自
然
に
理
解
で
き
る
こ
と
ば

で
聖
書
を
翻
訳
し
よ
う
と
考
え
、
二
五
年
か
け
て
気
仙
地
方
の
方
言
を
研
究
し
、
表
記
を
確
立
し
て
辞
書
を
作
り
、『
ケ
セ
ン
語
訳
聖
書
四

福
音
書
』
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
道
さ
を
、
私
た
ち
は
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
後
の
東
北
は
、
敗
戦
に
よ
り
朝
鮮
、
満
州
、
台
湾
を
失
っ
た
日
本
に
お
い
て
戦
後
復
興
を
支
え
る
食
料
供
給
地
と
な
り
、
高
度
成
長
を

支
え
る
労
働
力
を
首
都
圏
に
供
給
し
た
。
そ
の
意
味
で
東
北
は
日
本
の
「
植
民
地
」
だ
っ
た
と
、「
東
北
学
」
を
提
唱
し
た
民
俗
学
者
の
赤

坂
憲
雄
は
言
う
。
赤
坂
氏
は
現
在
、
福
島
県
立
博
物
館
館
長
で
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
の
委
員
で
あ
る
。

「
最
初
に
僕
の
な
か
に
浮
か
ん
だ
の
は
『
な
ん
だ
、
東
北
っ
て
植
民
地
だ
っ
た
の
か
、
ま
だ
植
民
地
だ
っ
た
ん
だ
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
つ
て
東
北
は
、
東
京
に
コ
メ
と
兵
隊
と
女
郎
を
さ
し
だ
し
、
そ
し
て
い
ま
は
、
東
京
に
食
料
と
部
品
と
電
力
を
貢
物
と
し
て
さ
し
だ
し
、
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迷
惑
施
設
を
補
助
金
と
ひ
き
か
え
に
引
き
受
け
て
い
る
。
そ
う
い
う
土
地
だ
っ
た
の
だ
と
）
25
（

」。

日
本
に
お
け
る
都
市
と
地
方
の
格
差
を
「
植
民
地
」
と
表
現
す
る
の
は
注
意
を
要
す
る
。
旧
植
民
地
の
人
々
か
ら
す
れ
ば
「
植
民
地
」
の

悲
惨
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
と
憤
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
東
北
に
は
確
か
に
「
植
民
地
」
的
性
格
が
あ
り
、
原
発
事
故
は
こ
れ
を

露
わ
に
し
た
。

私
の
義
理
の
父
は
秋
田
の
出
稼
ぎ
労
働
者
で
あ
り
、
妻
は
幼
い
頃
、
父
と
多
く
の
時
を
過
ご
せ
な
か
っ
た
と
言
う
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
東
北
の
各
地
で
は
原
子
力
発
電
関
連
施
設
の
誘
致
に
よ
り
出
稼
ぎ
が
不
要
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
原
発
事
故
に
よ
り
、
そ
の
土
地

か
ら
村
ご
と
避
難
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
「
運
命
の
日
」
と
言
わ
れ
る
三
月
一
五
日
、
二
号
機
の
格
納

容
器
が
爆
発
し
な
か
っ
た
の
は
「
偶
然
」
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
日
に
散
ら
さ
れ
た
放
射
能
と
の
戦
い
は
、
い
つ
ま
で
続
く
か
も
わ
か

ら
な
い
。

高
橋
哲
哉
は
、
原
発
を
「
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
び
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
を
語
る
が
、
次
に
引
用
す
る
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
簡

単
な
課
題
で
は
な
い
。
曰
く
、「
い
か
な
る
犠
牲
も
な
い
国
家
社
会
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
こ
こ
で
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
軍
事
基
地
や
原
発
の
リ
ス
ク
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
て
い
く
、
そ
う
い
う
政
治
的
な
選
択
は
十

分
可
能
だ
し
、
そ
れ
を
め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
私
は
思
う
）
26
（

」。

宗
教
学
者
と
し
て
発
言
を
続
け
る
山
折
哲
雄
は
、
核
抑
止
力
を
意
識
し
た
戦
後
日
本
の
核
の
平
和
利
用
は
、
冷
戦
終
結
後
再
定
義
の
必
要

に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
「
欲
望
」
問
題
で
あ
る
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
今
、
そ
の
再
定
義
で
問
題
に
な
る
の
は
、

豊
か
さ
へ
の
、
利
便
性
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
『
欲
望
』
の
問
題
で
は
な
い
か
。
果
て
し
な
い
豊
か
さ
へ
の
欲
望
を
保
証
す
る
電
力
。
そ
れ
を
生

む
原
子
力
発
電
に
、
賛
成
す
る
、
反
対
す
る
、
そ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
今
回
の
危
機
的
な
状
況
を
機
に
、
わ
れ
わ
れ
の
欲
望
の

問
題
を
ど
う
考
え
る
か
。
こ
こ
に
行
か
な
い
と
根
本
的
な
議
論
に
は
な
っ
て
い
か
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
）
27
（

」。

原
子
力
発
電
と
い
う
制
御
で
き
な
い
技
術
を
進
め
る
の
が
「
欲
望
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、「
こ
こ
ま
で
は
来
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
こ
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れ
以
上
は
い
け
な
い
。
あ
な
た
の
高
ぶ
る
波
は
こ
こ
で
と
ど
ま
れ
」（
ヨ
ブ
三
八
章
一
一
節
、
新
改
訳
）
と
い
う
と
こ
ろ
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
都
市
と
地
方
の
格
差
、
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム
、
欲
望
の
問
題
、
こ
う
し
た
問
い
に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
は
ど
う
応

答
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

5
．
東
日
本
大
震
災
と
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年

二
〇
〇
四
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の
津
波
で
は
二
二
万
人
、
二
〇
〇
八
年
の
四
川
省
大
地
震
で
は
九
万
人
、
二
〇
一
〇
年
の
ハ
イ
チ
地

震
で
も
津
波
に
よ
り
三
一
万
人
以
上
が
死
亡
し
た
。
こ
う
し
た
自
然
災
害
は
こ
れ
ま
で
も
起
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
九
六
年
に
二
万
二
〇
〇
〇
人
の
死
者
を
出
し
た
三
陸
大
津
波
、
一
九
二
三
年
に
一
〇
万
五
〇
〇
〇
人
の
死
者
を
出
し
た
関
東
大
震
災
に

匹
敵
す
る
記
憶
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
は
一
〇
〇
年
後
の
歴
史
に
残
る
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
原
発
事
故
の
ゆ
え
に
、
今
後
一
〇
〇
年
の
世

界
を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
地
震
列
島
に
五
四
基
の
原
子
力
発
電
所
を
置
く
こ
と
は
、
世
界
の
将
来
に
も
関
わ
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
を
見
据
え
て
、
三
つ
の
こ
と
を
述
べ
て
終
わ
り
た
い
。

第
一
は
原
発
の
こ
と
で
あ
る
。
三
一
〇
万
人
の
日
本
人
が
犠
牲
と
な
り
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
二
〇
〇
〇
万
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
の
猛
省
が
「
憲
法
九
条
」
を
生
ん
だ
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
廃
棄
物
の
最
終
処
分
も
で
き
な
い
原
発

へ
の
過
信
を
脱
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
大
転
換
が
図
ら
れ
る
な
ら
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
は
世
界
史
に
残
る
日
と
な
る
だ
ろ
う
。

一
七
五
五
年
の
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
は
、
天
罰
か
ら
自
然
災
害
へ
、
啓
蒙
主
義
的
な
災
害
理
解
の
契
機
と
な
っ
た
。
原
発
の
「
安
全
神
話
」
が

終
わ
っ
た
今
回
の
事
故
に
お
い
て
、
更
な
る
最
悪
の
事
態
が
避
け
ら
れ
た
の
は
、
神
の
守
り
で
あ
っ
た
。
科
学
技
術
へ
の
過
信
を
改
め
、

「
欲
望
」
を
抑
制
し
、
新
し
い
生
き
方
を
始
め
る
時
が
来
て
い
る
。
こ
の
世
界
が
経
済
成
長
な
し
に
あ
り
得
な
い
な
ら
、
こ
こ
ま
で
原
発
に
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依
存
し
た
経
済
を
今
後
は
脱
原
発
に
依
存
す
る
経
済
に
換
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
教
会
は
経
済
成
長
な
し
の
「
幸
福
」
を
証
し
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

第
二
に
、
関
東
大
震
災
は
国
民
精
神
の
作
興
を
進
め
る
契
機
と
な
り
、
続
く
戦
争
の
時
代
を
準
備
し
た
と
言
わ
れ
る
）
28
（

。
鈴
木
範
久
は
言

う
。「
関
東
大
震
災
を
契
機
に
国
家
に
よ
る
国
民
教
化
の
方
向
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
が
、
組
織
を

強
化
し
て
協
力
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
す
」。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
あ
り
方
は
、
今
後
の
日
本
の
民
主
主
義
と
も
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
。
原
発
事
故
に
お
け
る
情
報
隠
し
、
日
の
丸
・
君
が
代
強
制
条
例
を
看
過
し
て
は
い
け
な
い
し
、
原
発
避
難
者
や
原
発
労
働
者
を

「
犠
牲
」
と
し
て
は
い
け
な
い
。

第
三
に
、
東
北
の
教
会
と
の
連
帯
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
け
る
人
口
の
都
市
集
中
は
、
日
本
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ

る
）
29
（

。
現
在
、
大
都
市
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
を
背
景
と
す
る
活
発
な
教
会
が
生
ま
れ
る
一
方
で
、
地
方
の
教
会
と
の
格
差
は
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
そ
ん
な
中
で
、
東
北
の
被
災
地
の
教
会
が
地
域
に
根
ざ
し
て
教
会
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
希
望
で
あ
り
、
明
治
以
来
の
宣
教
の

あ
り
方
に
対
す
る
問
い
直
し
で
も
あ
る
。
日
本
の
近
代
化
と
共
に
上
昇
志
向
で
歩
ん
だ
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
が
な
し
得
な
か
っ
た
歴
史
的
な

課
題
へ
の
挑
戦
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
一
年
、
被
災
地
支
援
で
証
さ
れ
た
教
会
の
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
教
派
を
越
え
た
協
力

と
、
行
政
に
よ
る
支
援
の
及
ば
な
い
人
々
へ
の
教
会
ら
し
い
支
援
の
輪
の
広
が
り
は
注
目
に
値
す
る
。
震
災
の
痛
み
と
復
興
に
向
け
て
の
労

苦
を
地
域
の
人
々
と
共
に
す
る
教
会
は
、
神
の
国
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
日
本
宣
教
を
進
め
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
く
日
本
の
教
会
は
、
自
ら
が
遣
わ
さ
れ
た
地
域
に
向
き
合
う
姿
勢
を
新
た
に
し
、
支
援
以
上
に
励
ま
し
を
受
け
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
を
見
据
え
る
」
た
め
に
一
〇
〇
年
、
四
〇
〇
年
を
振
り
返
っ
た
こ
の
講
演
を
締
め
括
る
に
あ
た
り
、
四
〇
〇
年

前
の
殉
教
者
た
ち
の
忍
耐
と
信
仰
を
誇
り
と
し
、
農
漁
村
の
ご
く
普
通
の
日
本
人
に
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
根
付
か
せ
よ
う
と
し
た
ニ
コ
ラ

イ
の
よ
う
に
、
山
浦
玄
嗣
の
よ
う
に
、
地
域
に
根
ざ
し
遠
く
を
見
据
え
て
歩
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
将
来
に
禍
根
を
残
す
技
術
で
は
な
く
、

水
沢
の
寿
庵
堰
の
よ
う
な
未
来
に
豊
饒
を
も
た
ら
す
技
術
へ
の
転
換
を
図
り
た
い
。
そ
の
昔
、
宮
沢
賢
治
は
、
心
象
世
界
に
お
け
る
理
想
郷
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を
岩
手
に
重
ね
、
遠
く
イ
ー
ハ
ー
ト
ー
ブ
を
夢
見
た
。
私
た
ち
は
、
み
こ
こ
ろ
が
成
る
と
こ
ろ
の
天
の
都
を
目
当
て
と
し
て
東
北
再
生
を
め

ざ
し
た
い
。
こ
の
一
年
、
主
は
東
北
の
教
会
の
叫
び
を
聞
か
れ
、
御
業
を
為
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
う
し
た
東
北
の
諸
教
会
と
共
に
歩
む
こ

と
は
、
日
本
の
教
会
の
再
生
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

注

　

＊
こ
の
注
は
英
語
版
読
者
を
意
識
し
て
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
1
） 

キ
リ
シ
タ
ン
（C

hristão

）
は
、
一
六
世
紀
か
ら
明
治
期
初
頭
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
を
表
す
術
語
。

（
2
） 

ハ
リ
ス
ト
ス
（K

hristos

）
正
教
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
教
会
。

（
3
） 

伊
達
政
宗
、
仙
台
（
伊
達
）
藩
主
、
一
五
六
七
〜
一
六
三
七
年
。

（
4
） L. C

. Sotelo,  

フ
ラ
ン
ス
コ
会
（O

rdo Fratrum
 M

inorum
）
士
、
一
六
〇
三
年
来
日
、
一
六
二
四
年
大
村
で
殉
教
。

（
5
） 

支
倉
常
長
、
伊
達
政
宗
家
臣
、
一
五
七
一
〜
一
六
二
二
年
。

（
6
） 

松
田
毅
一
監
訳
「
一
六
一
四
年
度
日
本
年
報
」『
十
六
・
七
世
紀
日
本
年
報
』
第
Ⅱ
期
第
二
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
七
八
頁
。

（
7
） 

五
野
井
隆
史
『
人
物
叢
書
支
倉
常
長
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。

（
8
） 

後
藤
寿
庵
、
支
倉
の
推
挙
で
伊
達
政
宗
家
臣
と
な
っ
た
。
五
島
で
受
洗
、
洗
礼
名
ジ
ュ
ア
ン
、
生
没
年
不
詳
。

（
9
） 

一
六
二
三
年
一
二
月
四
日
、
品
川
で
原
主
水
、G

. A
ngelis 

ら
五
〇
人
が
火
刑
に
さ
れ
、
弾
圧
激
化
の
契
機
と
な
っ
た
。

（
10
） H

. C
ieslik 

監
修
、
太
田
淑
子
編
『
日
本
史
小
百
科
キ
リ
シ
タ
ン
』
東
京
堂
書
店
、
一
九
九
九
年
。
一
六
一
四
年
か
ら
一
六
三
九
年
ま
で
の
殉

教
者
は
、
教
会
の
把
握
で
宣
教
師 

一
三
四
名
、
信
徒 

一
九
一
〇
名
。J. Laures 

は
、
刑
死 

三
一
七
一
、
獄
死 

八
七
四
の
計
四
〇
四
五
名
、
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H
. C

ieslik

は
、
推
定
四
〜
五
万
人
と
し
て
い
る
。
一
八
六
七
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
二
〇
五
名
を
聖
人
と
し
、
そ
の
後
一
六
名
を
追
加
、

二
〇
〇
八
年
に
は
一
八
八
人
の
殉
教
者
が
列
福
さ
れ
た
。

（
11
） 
岐
部
ペ
ト
ロ
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
一
五
八
七
〜
一
六
三
九
年
。
岐
部
ノ
処
刑
に
あ
た
り
宗
門
改
役
の
井
上
筑
後
守
政
重
は
記
し
た
。「
キ
ベ
ヘ
イ

ト
ロ
は
転
び
申
さ
ず
候
ツ
ル
シ
殺
さ
れ
候
同
宿
ど
も
勧
め
候
ゆ
え
キ
ベ
を
殺
し
申
し
候
由
」。

（
12
） 

カ
ト
リ
ッ
ク
は
布
教
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
伝
道
、
正
教
会
は
伝
教
と
言
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
面
白
い
。

（
13
） N

ikolai, 

本
名 Ioan D

em
itrovich K

asatkin, 

一
八
三
六
〜
一
九
一
二
年
。
一
九
〇
六
年
日
本
大
主
教
。

（
14
） 

中
村
健
之
介
監
訳
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
全
日
記
』（
全
九
巻
、
教
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
の
日
記
で
、

東
北
伝
教
の
記
録
も
多
い
。

（
15
） 

沢
辺
琢
磨
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
最
初
の
日
本
人
司
祭
、
土
佐
出
身
で
坂
本
竜
馬
の
従
弟
、
一
八
三
五
〜
一
九
一
三
年
。

（
16
） 

中
村
健
之
介
編
訳
『
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記
（
上
）』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
二
九
五
〜
二
九
七
頁
（
一
八
八
六
年
一
一
月
三
〇
日
）。

 

「
本
当
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
へ
り
く
だ
り
の
心
を
も
っ
て
、
真
に
霊
的
な
永
遠
の
目
的
の
た
め
に
採
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
。

『
へ
り
く
だ
り
』『
霊
的
目
的
』『
永
遠
の
救
い
』、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
日
本
を
つ
か
さ
ど
る
人
び
と
の
頭
に
は
ま
っ
た
く
入
っ
て
い
な
い
。（
中
略
）

そ
ん
な
者
た
ち
に
正
教
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
日
本
に
正
教
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
腹
を
立
て
た
り
、

興
奮
し
た
り
、
く
や
し
が
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
祈
る
こ
と
だ
。
い
つ
も
と
変
わ
り
な
い
自
分
の
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、

た
ゆ
ま
ず
働
く
こ
と
だ
」（
同
上
、
二
八
四
〜
二
八
五
頁
。
一
八
八
五
年
一
月
二
三
日
）。

（
17
） 

会
津
藩
、
庄
内
藩
と
こ
れ
に
協
力
す
る
奥
羽
越
列
藩
同
盟
三
一
藩
は
新
政
府
軍
に
切
り
崩
さ
れ
、
会
津
戦
争
（
一
八
六
八
年
六
月
一
〇
日
〜
一
一

月
六
日
）、
函
館
戦
争
（
一
八
六
八
年
一
二
月
四
日
〜
一
八
六
九
年
六
月
二
七
日
）
に
お
い
て
新
政
府
軍
に
敗
れ
た
。

（
18
） 

植
村
正
久
、
一
八
五
八
〜
一
九
二
五
年
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
核
、
日
本
基
督
教
会
（
長
老
教
会
）
の
中
心
的
指
導
者
。

（
19
） 

本
多
庸
一
、一
八
四
八
〜
一
九
一
二
年
。
庄
内
藩
と
戦
っ
た
同
志
、
菊
池
九
郎
も
信
徒
と
な
り
国
会
議
員
、
弘
前
市
長
。

（
20
） 

山
路
愛
山
『
基
督
教
評
論
』
一
九
〇
六
年
。
岩
波
文
庫
版
（
一
九
六
六
年
）
二
五
頁
。
井
深
梶
之
助
は
戊
辰
戦
争
後
、
横
浜
遊
学
を
命
じ
ら
れ
、

の
ち
明
治
学
院
を
設
立
す
る
。
押
川
方
義
は
日
本
基
督
一
致
教
会
の
宮
城
中
会
と
東
北
学
院
を
設
立
す
る
。

（
21
） 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
・
自
由
民
権
・
開
化
万
華
鏡
」（
展
示
史
料
）。

（
22
） 

戦
時
下
に
合
同
し
た
日
本
基
督
教
団
の
教
会
と
伝
道
所
は
、
一
九
四
八
年
の
統
計
に
よ
る
と
青
森 

九
、
岩
手 

一
四
、
宮
城 

三
三
、
秋
田 

一
〇
、
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山
形 

一
八
、
福
島 

三
一
、
計 

一
一
五
（
全
国
比
九
・
一
％
）、
聖
公
会 

一
六
（
七
・
二
％
）、
そ
の
他 

二
〇
（
六
％
）、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
計 

一
五
一
、
カ
ト
リ
ッ
ク 

二
八
（
九
・
二
％
）、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教 

五
〇
（
三
四
・
五
％
）
で
あ
っ
た
（『
キ
リ
ス
ト
教
年
鑑
』
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、

一
九
四
八
年
。
統
計
は
一
九
四
八
年
五
月
一
〇
日
現
在
）。

（
23
） 

日
本
基
督
教
団
の
教
会
数
は
、
青
森 

二
二
（
そ
の
他 

五
四
）、
岩
手 

二
〇
（
三
五
）、
宮
城 

三
二
（
一
〇
〇
）、
秋
田 

一
七
（
三
五
）、
山
形 

一
六
（
五
二
）、
福
島 

四
一
（
九
七
）、
計 

一
四
八
（
全
国
比
八
・
七
％
）、
そ
の
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト 

三
七
三
（
六
・
三
％
）。
聖
公
会 

二
七

（
九
％
）、
カ
ト
リ
ッ
ク 

六
四
（
七
九
％
）、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

二
三
（
三
二
四
％
）。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
教
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
二
〇
一
〇
年
統
計
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
会
は
『
キ
リ
ス
ト
教
年
鑑
』
二
〇
一
一
年
に
よ
る
。

（
24
） 

日
本
基
督
教
団
以
外
で
多
い
の
は
、
保
守
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟 

五
六
（
山
形 

二
〇
、
宮
城 

一
六
、
福
島 

一
〇
）、
ル
ー
テ
ル
同
胞
教
団 

二
一
（
秋

田 

一
二
）、
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟 
一
八
、
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
教
会 

一
五
、
日
本
同
盟
基
督
教
団 

一
四
な
ど
で
あ
り
、
単
立
教
会
は
三
一
で
あ

る
。
青
森
の
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合 

九
、
福
島
の
日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
団 

九
な
ど
も
特
徴
的
で
あ
る
。

（
25
） 

赤
坂
憲
雄
・
小
熊
英
二
・
山
内
明
美
『「
東
北
」
再
生
』
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
一
一
年
七
月
一
五
日
、
一
五
頁
。

（
26
） 

高
橋
哲
哉
『
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム　

福
島
・
沖
縄
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
二
日
、
二
一
六
頁
。
高
橋
は
『
国
家
と
犠
牲
』（
N
H
K

ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
五
年
）
以
来
、
本
書
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
「
犠
牲
」
の
問
題
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
唯
一
の
犠
牲
と
し
て
キ
リ
ス
ト
を
捉
え
る
こ
と
で
、
他
の
犠
牲
に
依
拠
す
る
誘
惑
を
退
け
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

（
27
） 

山
折
哲
雄
・
赤
坂
憲
雄
『
反
欲
望
の
時
代
へ
大
震
災
の
惨
禍
を
越
え
て
』
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
九
月
一
日
、
四
六
頁
。

（
28
） 

鈴
木
範
久
「
関
東
大
震
災
と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
と
内
村
鑑
三
」『
福
音
と
世
界
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
号
。

（
29
） 

世
界
の
都
市
人
口
の
比
率
は
、
一
九
〇
〇
年 

一
三
％
、
一
九
五
〇
年 
二
九
％
、
二
〇
〇
五
年 

四
九
％
。
日
本
で
は
、
一
九
四
五
年 

二
八
％
、

一
九
七
〇
年 

七
二
％
。
小
熊
英
二
、
前
掲
『「
東
北
」
再
生
』、
五
〇
〜
五
一
頁
。




